
青森県総合学校教育センター 研究紀要 [2013.3]

Ｇ３－０３

中学校 数学

振り返る学習活動を通して

数学的な見方や考え方を伸ばす在り方の一考察
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要 旨

本県の中学校数学科において十分に取り入れられていない振り返る学習活動に焦点を当てた。

振り返る学習活動は，数学的な見方や考え方を伸ばし，さらに，本県課題の数学が好きになれな

いことや数学の授業の内容が理解できないことの克服につながることを明らかにした。その振り

返る学習活動の学習過程の一例を掲載する。
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Ⅰ 主題設定の理由

本稿は，見通しを立てたり振り返ったりする学習活動のうち，振り返る学習活動に焦点を当てて研究を進

めたものである。ここでは，振り返る学習活動を，見方や考え方，学習内容を振り返る学習活動とし，その

学習活動を通して数学的な見方や考え方を伸ばす在り方について，考察することを目的として主題を設定し

た。主題設定の理由を以下に示す。

中学校学習指導要領では，指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項として「各教科等の指導に当たっ

ては，生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるようにす

ること」が新しく追加され重要視されている。そこで，当センターで実施した数学の研修講座の受講者に，

見通しを立てたり振り返ったりする学習活動についてのアンケートを実施した。その結果，本県の中学校数

学科において，見通しを立てる学習活動は比較的取り入れられているが，振り返る学習活動が十分に取り入

れられていない状況にあることが分かった。

「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ～児童生徒への

学習指導改善・充実に向けて～中学校編」には，これまでの調査結果の課題として「関係や法則などを式に

表現したり，式の意味を読み取ったりすること」が挙げられている。この課題を解決するためには，振り返

る学習活動を取り入れることが必要であると示されている。数学科の指導において，結果だけを求めるだけ

でなく，既習の内容を明らかにして，説明したり，記述したりすることが重要である。そのためには，自ら

問題解決の過程を振り返って吟味し，新たに学んだことや疑問点，発展的に考えたことなどをまとめる活動

を大切にしていく必要がある。

数学的な見方や考え方を伸ばすことは，本県中学校数学科における課題でもある。その数学的な見方や考

え方は，問題を解決するときに，大事な役割を果たす。問題を解決する過程や学習内容について振り返る学

習活動を行うことで，数学的な見方や考え方に気付くことができる。そして，その数学的な見方や考え方を

別な問題解決に向けて用いて，解決がどうであったかを振り返ることで，数学的な見方や考え方を更に伸ば

すことができると考える。

以上のことから，本県の課題を踏まえて，本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

中学校数学科の学習において，振り返る学習活動と数学的な見方や考え方の関係についてまとめ，振り返

る学習活動を通して数学的な見方や考え方を伸ばす在り方を考察する。

Ⅲ 研究の実際とその考察



１ 中学校数学科の課題と本県の現状と課題

(1) 中学校数学科の課題

中学校では，小学校における教育の基礎の上に，心身の発達に応じて，義務教育として行われる普通教

育を施すことを目的としている。したがって，中学校数学科はこの目的に基づき，小学校算数科の基礎の

上に，更にそれを発展させることをねらいとしている。数学的活動に主体的に取り組み，基礎的・基本的

な知識・技能を習得し，数学的に考える力を育むとともに，数学のよさを知り，数学が生活に役立つこと

や数学と科学技術との関連などについての理解を深め，事象を数理的に考察する能力と態度を養うことが

重視されている。現在の中学校数学科の課題は，一般的に大きく次の３点にまとめられる。

・知識及び技能については指導の成果が表れているが，そのよりどころとなる意味の理解に課題がある。

・習得した知識及び技能を，日常生活やその後の数学の学習などで活用することに課題がある。

・数学の学習に対する態度に課題がある。

知識・技能を定着させるために，学習内容を振り返ってまとめることが大切であり，知識や技能を活用

できるようにするためには，問題解決で用いられた数学的な見方や考え方を振り返ることが大切である。

また，学習意欲を高めるためには，自主的に学ぶ態度を育むことが大事であり，自らの活動を振り返る

ことが大切である。中学校数学科の課題を解決するには振り返る学習活動が大切であると言える。

(2) 本県の現状と課題

平成24年度の全国学力・学習状況調査における本県の学力の

状況は，小学生は大変高く中学生は全国平均と同等である。こ

こで，質問紙調査について調査項目の教科関連部分の３つの質

問項目に焦点をあて分析した。「当てはまる」と「どちらかと

いえば当てはまる」の肯定的な回答の合計の割合を基に，全国

と本県の生徒について比較をした。表１は，それをまとめたも

のである。

本県の実態として，生徒の比較で「数学の勉強は大切だと思

いますか」の質問では，本県の生徒の83.4％の生徒が肯定的に

捉えている。それに対して「数学の勉強は好きですか」の質問

では，本県生徒の肯定的な回答の割合が50.3％で，本県の生徒

の数学への関心や数学の学習に対する意欲が低いということが

分かる。さらに，「数学の授業の内容はよく分かりますか」の質問では，本県生徒の59.6％が肯定的に回

答している。これらの結果から数学の勉強は大切だと思っているが，数学の勉強が好きになれなかったり

数学の授業の内容がよく分からないと思っている生徒が全国より多いということが分かる。

また，全国学力・学習状況調査の算数と数学の肯定的回答の割合を比べたところ，数学の肯定的な回答

の割合が算数に比べて低くなるのは，本県でも全国においても同様である。しかし，全国と本県の回答に

ついて分析したところ次のようなことが分かった。「数学（算数）の勉強は大切だと思いますか」の質問

における算数の肯定的な回答と数学の回答を比べると，低くなる度合いは本県で11.5％，全国では10.9％

と大きな違いは見られない。しかし，「数学（算数）の勉強は好きですか」の質問では，本県は19.8％，

全国では12.8％低くなる。さらに，「数学（算数）の授業の内容はよく分かりますか」の質問では，本県

は22.1％，全国では14.2％低くなる。この傾向は，過去の調査においても同様の結果であった。これらの

ことから，小学生のとき算数が好きで授業の内容をよく分かっていた児童が，中学生になって数学が好き

になれず授業の内容も分からなくなっている傾向が，全国の生徒に比べ顕著であることが分かる。これは

本県中学校数学科にとって大きな課題である。

「数学が嫌い」，「数学が分からない」の原因として，生徒が試行錯誤して自分なりの方法で解決した

充実感を味わったり，身に付けることを他の場面で活用することを通して，数学的な見方や考え方に気付

き，そのよさを味わったりする経験が少なかったことが考えられる。また，生徒に身に付けさせたい数学

的な見方や考え方を明確にして，授業を行ってこなかったことも原因と考える。

問題解決の過程を振り返る活動を行うことで，数学的な見方や考え方に気付き，そして，気付いた数学

的な見方や考え方を用いる学習活動に取り組み，数学的な見方や考え方を用いて問題解決することはどう

であったかを振り返ることにより，数学的な見方や考え方が伸びると考える。

振り返る学習活動を取り入れることが，数学的な見方や考え方を伸ばし，本県の課題の解決が期待でき

ると考える。
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算数の勉強は大切だと思いますか 94.9 93.0
数学の勉強は大切だと思いますか 83.4 82.1

算数の勉強は好きですか 70.1 64.9
数学の勉強は好きですか 50.3 52.1

算数の授業の内容はよく分かりますか 81.7 79.1
数学の授業の内容はよく分かりますか 59.6 64.9

-19.8 -12.8

-22.1 -14.2

青森県(%) 全国（%）

-11.5 -10.9

表１ 全国学力・学習状況調査の算

数と数学の回答の比較



２ 振り返る学習活動について

(1) 本県の振り返る学習活動の現状

「見通しを立てたり，振り返ったりする学習活動に関

するアンケート」を，当センターの数学の研修講座の受

講者に次のように実施した。表２は，対象者とアンケー

ト内容である。図１はそのアンケートをまとめたもので

ある。単元の導入場面で，生徒が単元の学習について見

通す学習活動を，「いつも行っている」と「ときどき行

っている」を合わせると79％，１単位時間の授業中に生

徒が見通す学習活動を「いつも行っている」と「ときど

き行っている」を合わせると80％の教師が取り入れてい

る。80％の教師が，日ごろの学習活動に見通す学習活動

を取り入れていることが分かる。それに対して，振り返

る学習活動は，単元等の終了場面では「いつも行ってい

る」と「ときどき行っている」を合わせると57％，１単

位時間の授業では44％である。このことから，学習した

ことを振り返る学習活動が十分に取り入れられていない

ことが分かる。さらに，新しい課題，新しい性質を見付

け出させる振り返る学習活動は「いつも行っている」と

「ときどき行っている」を合わせると41％であった。こ

れらのことから振り返る学習活動が十分に取り入れられ

ていない状況が分かる。

(2) 振り返る学習活動について

「どのような考え方が使われたのか」，「どのようにして考えて問題の解決ができたのか」，「どのよ

うなことを学習したのか」など，学習内容を振り返る学習活動を取り入れて指導することは，数学的な見

方や考え方を活用，確認させたり，学習内容を定着させたりするために有効な学習である。前述した通り

本県では見通しを立てる学習活動は，概ね取り入れられているが，振り返る学習活動が十分に取り入れら

れていない。そこで本研究では，振り返る学習活動について，中学校学習指導要領解説数学編を参考に以

下のように整理した。

ア 学習内容の再認識・再構成

学習のまとめとして，思考を整理し，学習内容を定着させ，学習内容と既習内容を結びつけて再構

成するために，見方や考え方，学習内容を振り返る。

イ 学習内容の適用

問題に適用させて問題解決につなげるために，見方や考え方，学習内容を振り返る。

ウ 学習内容の比較検討

筋道立てて考えたり，多様な考えを知ったり，説明をするために，自他の見方や考え方，学習内容

を振り返る。

エ 学習内容の発展

他の方法を考えたり，新たな性質を見いだしたり，発展的に考えたりするために，学習の過程や式

の変形や証明，求めた解答などを振り返る。

オ 学習についての自己評価

より良いものに改めたり，新しい課題を得たりするために，見方や考え方，学習について自己評価

しながら振り返る。

カ 学習内容の共有

生徒間で成果を共有し，自他の考えを高めるために，レポート等でまとめて発表するなどして，学

習内容を振り返る。

振り返る学習活動を通して，数学的な見方や考え方に気付き，その数学的な見方や考え方を他の問題解

決に適用させて，活用の仕方を身に付けることができ，自他の見方や考え方を振り返ることで，新たな数

学的な見方や考え方を見いだしたり，改めたりすることができる。また，振り返る学習活動を通して，数

学的な見方や考え方を用いるときに活用する知識や技能を定着させることができ，自らの学習について振

図１ 「見通し」・「振り返り」の学習活

動について

表２ アンケートの受講者と内容

ア 対象者 数学的な見方や考え方を育てる中学校数学科

教育講座16名（2012.7.2 実施 ）

イ 対象者 小・中学校教職経験５年研修共通講座数学科

分科会11名（2012.8.7 実施）

ウ 対象者 数学的活動の楽しさを実感する中学校数学科

教材活用講座７名（2012.10.4 実施）

エ 内 容 見通しを立てたり振り返ったりする学習活動
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5.新しい課題や，数や図形の新しい性質を見つけ出させる振り返る
学習活動を取り入れていますか

4.単位時間の授業のなかで，学習したことを振り返る学習活動をと
りいれていますか

3.単位時間の授業のなかで，生徒が見通しを立てる学習活動を取
り入れていますか

2.単元等の終了後の場面で，単元等の習内容について生徒が振り
返る学習活動を取り入れていますか

1.単元の導入等の場面で，単元の学習内容について生徒が見通
す学習活動を取り入れていますか

いつも行っている ときどき行っている たまに行っている ほとんど行っていない

5.新しい課題や，数や図形の新しい性質を見付け出さ
せる振り返る学習活動を取り入れていますか

4.１単位時間の授業の中で，学習したことを振り返る
学習活動を取り入れていますか

3.１単位時間の授業のなかで，生徒が見通しを立てる
学習活動を取り入れていますか

2.単元等の終了後の場面で，単元等の学習内容につい
て生徒が振り返る学習活動を取り入れていますか

1.単元の導入等の場面で，単元の学習内容について生
徒が見通す学習活動を取り入れていますか



り返ることで自主的に学ぶ態度が育まれる。

３ 数学的な見方や考え方について

(1) 数学的な見方や考え方の捉え方と振り返り学習

ここでは，数学的な見方や考え方についてまとめる。中学校学習指導要領解説数学編には，数学的な見

方や考え方について，「既に正しいと認められていることを根拠にして進めていく」，「試行錯誤するこ

と，視点を変更して柔軟に考えること，一般化したり，特殊化したりすること，抽象化したり具体化した

りすること，分析したり，統合したりすること」，「既知のことに帰着して考える」，「帰納的に考えた

り類推的に考えたりすることで予測や推測をし演繹的に考えることによりそれらを検証する」と例示され

ている。数学の方法に関係した数学的な見方や考え方と指導内容と関係した数学的な見方や考え方の双方

が読み取れる。そこで，本研究では中学校学習指導要領解説数学編を参考に数学的見方や考え方を次のよ

うに捉えた。

① 帰納的な考え方

いくつかの事柄から，共通にある事柄を導き出そうとする考え方。

② 類推的な考え方

別のよく似た事柄から推論したり，比較したりして新しい考えを導こうとする考え方。

③ 演繹的な考え方

ある確かな事柄を基に，正しいことを説明しようとする考え方。

④ 試行錯誤の考え方

正しい事柄を求めるために，試行錯誤を繰り返して求めようとする考え方。

⑤ 柔軟な考え方

正しい事柄を求めるために，視点等を変えようとする考え方。

⑥ 一般化の考え方

ある事柄を導き出したことから，同様な事柄を導き出すときの手続きを取り出そうとする考え方。

⑦ 具体化の考え方

一般的な事柄があるとき，特殊な事柄に考え直そうとする考え方。

⑧ 抽象化の考え方

ある事柄において，数学的な要素によって構造を捉えようとする考え方。

⑨ 分析的な考え方

ある事柄を分析して，数学的な構造を捉えようとする考え方。

⑩ 統合的な考え方

一見異なる事柄を，より広い観点で同様な事柄としてまとめようとする考え方。

⑪ 発展的な考え方

一つの事柄が得られても，より良い方法を考えたり，より新しいものを発見しようとする考え方。

⑫ 既知のことに帰着させる考え方

ある事柄を解決するときに，既知の事柄を当てはめようとする考え方。

振り返る学習活動には学習のねらいがあり，その学習活動によって用いられる数学的な見方や考え方が

異なる。例えば，新たな性質を見いだすために振り返る学習活動を取り入れる場合，そこで用いられる数

学的な見方や考え方は発展的な考え方が用いられる。振り返る学習活動のねらいを明確にさせて，用いら

れる数学的な見方や考え方を把握することは大切なことである。また，伸ばしたい数学的な見方や考え方

によって，どの振り返る学習活動を位置付けるかを考えることも大切である。

本研究では，振り返る学習活動において用いる数学的な見方や考え方について焦点を絞り，数学の方法

に関係した数学的な見方や考え方を中心にまとめた。

(2) 本県の数学的な見方や考え方の現状

全国学力・学習状況調査は，平成19年度より小学校第６学年及び中学校第３学年の児童生徒を対象に実

施されている。具体的な調査問題の作成に当たっては，調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して基

礎的な事項を具体的に示すものであり，教員による指導改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上など

に役立つことを重要な視点としている。表３は全国学力・学習状況調査の調査問題の構成についてまとめ

られたものである。数学科の問題は，「知識」に関する問題と「活用」に関する問題とし，それらの問題

は，「数と式」，「図形」，「数量関係」の領域から出題されている。また，評価の観点として「活用」



に関する問題では「数学的な表現・処理」，「数量，図形

などについての知識・理解」に「数学的な見方や考え方」

を加えたものを評価の観点としている。

本県の中学生の数学的な見方や考え方の現状を，全国学

力・学習状況調査の結果から分析した。全国学力・学習況

調査が，数学的な見方や考え方と振り返る学習活動に関わ

る問題が出題されていることと，全国と本県の全国学力・

学習状況調査の結果を比較することで現状の把握ができる

と考えた。

「活用」に関する問題の調査結果から，分析を次のよう

に行った。平成20年度から平成24年度にかけて行われた４

回の全国学力・学習状況調査【都道府県別】集計結果から

「活用」に関する問題の平均正答率と数学的な見方や考え

方の問題の平均正答率の比較を本県について行った。図２

はそれをまとめたものである。これらの平均正答率の差を

比較すると，数学的な見方や考え方の平均正答率が2.1 ％

から8.0 ％の差があり，また，「活用」問題の平均正答率

も低い年度で44.5％，高い年度で56.0％であった。これら

の正答率はこの調査で「課題として考えられる内容」の正

答率70％を下回っている。このことから知識・技能を活用

するために必要な数学的な見方や考え方に課題があると考

えられる。

図３は，「活用」の問題における数学的な見方や考え方

と表現・処理の観点の平均正答率を，全国と本県について

まとめたものである。数量と図形についての知識・理解の

観点は，「活用」に関する出題がされていない年度がある

ことから，分析の資料としなかった。数学的な見方や考え

方と数学的な表現・処理のそれぞれにおいて全国と本県の

正答率には，ほとんど違いは見られない。しかし，二つの

観点の平均正答率には大きな違いが見られ，数学的な見方

や考え方の平均正答率が大きく下回っている。観点の比較

においても，数学的な見方や考え方に課題があることが分

かる。

課題である数学的な見方や考え方を伸ばすためには，数

学的な見方や考え方を用いる振り返る学習活動を意図的に

位置付けることが大事である。

(3) 数学的な見方や考え方の課題とその指導と振り返る学習

活動との関連

全国学力・学習状況調査の調査問題のうち，課題として

挙げられる内容に該当する調査問題を例に，具体的な課題

と課題を解決していくための学習指導について述べる。

図４は，平成20年度Ｂ２の問題である。この問題の出題

の趣旨は，発展的に考え，予想した事柄を説明することが

できるかどうかをみるものである。正答率は，49.2％であ

り，発展的に考えて，予想した事柄を表現することに課題

がある。学習指導に当たっては，証明や説明を振り返るこ

とで，考察の対象に関する新しい性質を予想できるように

したり，今までに学んだ事柄を振り返って関連付けて，規

則性を見いだすことができるようにしたりすることが大切

である。

領 域 評価の観点 調査内容（ 報告書』における例示）『

主として 数と式 数学的な表現・処理 ・整数，小数，分数等の四則計算をすること

知識 ・身の回りにある量の単位と測定が分かること「 」

に関する 図 形 数量，図形などに ・図形の性質が分かること

問題 ついての知識・理解 ・数量の関係を表すこと

数量関係 ・変化の様子を調べること

・確率の意味を理解し確率を求めること など

主として 数学的な見方や ・物事を数・量・図形などに着目して観察し的

「活用」 数と式 考え方 確にとらえること

に関する ・与えられた情報を分類整理したり必要なもの

問題 図 形 数学的な表現・処理 を適切に選択したりすること

・筋道を立てて考えたり振り返って考えたりす

数量関係 数量，図形などに ること

ついての知識・理解 ・事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学

的に表現したりすること など
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42.3
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図３ 全国と本県の数学的な見方や考え

方の平均正答率と数学的な表現・

処理の正答率

図２ 本県：「活用」に関する問題の平均

正答率と数学的な見方や考え方の平

均正答率

図４ 平成20年度全国学力・学習状況

調査Ｂ問題２
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表３ 中学校数学科の調査問題の構成



図５は，平成22年度Ｂ４（１）の問題である。この問題

の出題の趣旨は，与えられた証明を読み，そのしくみを考

えることができるかどうかをみることと，発展的に考えて

証明することができるかをみるものである。設問（１）の

正答率が48.8％であり，与えられた証明を読み，そのしく

みを考えることに課題がある。学習指導に当たっては，結

論を導くために用いられている条件や根拠などに着目しな

がら証明を読みそのしくみを捉えることが大切である。設

問（２）の正答率は48.2％であり，問題の条件を変えたと

きに，基の証明の何が変わり何が変わらないかを振り返っ

て捉え，それに基づいて証明することができるかどうかを

みるものである。証明を振り返り，発展的に考えて証明す

ることに課題がある。

学習指導に当たっては，基の命題の証明を振り返り参考

にして，基の証明の何が変わり，何が変わらないかを確認する活動を取り入れることが考えられる。

二つの調査問題は，数学的な見方や考え方に関する問題である。これらの問題は，新しい性質を見いだ

したり，問題を発展的に考えたりするために，基になっている証明や説明を振り返る必要がある問題であ

る。これらの問題を解決できるようになるためには，振り返る学習活動を取り入れる必要がある。振り返

る学習活動のねらいによって，用いる数学的な見方や考え方に違いがある。そこで，伸ばす数学的な見方

や考え方を明確にして，振り返る学習活動を取り入れたり，振り返る学習活動で用いる数学的な見方や考

え方を予想しておく必要がある。

４ 振り返る学習活動と数学的な見方や考え方の関係

ここでは，２（２），３（１）で前述した振り返る学習活動と数学的な見方や考え方を基に，その二つの

関係についてまとめる。振り返る学習活動のねらいによって，用いる数学的な見方や考え方に違いがある。

それぞれの振り返る学習活動で用いる数学的な見方や考え方を明らかにできれば，数学的な見方や考え方

を伸ばすために取り入れる振り返る学習活動を定めることができる。

振り返る学習活動と数学的な見方や考え方の関係について次の表４（以降，「関係表」と記述する）のよ

うにまとめた。

振り返る学習活動を学習過程に

位置付けたときに用いられる数学

的な見方や考え方を把握したり，

伸ばしたい数学的な見方や考え方

によって，どの振り返る学習活動

を位置付けるかを判断したりする

ときに，「関係表」を活用するこ

とができる。

振り返る学習活動は，その学習

活動のねらいによって分類され，

それぞれで用いる数学的な見方や

考え方に違いがある。振り返る学

習活動のねらいを明確にして，用

いる数学的な見方や考え方を把握

した上で生徒を指導することが，

数学的な見方や考え方を伸ばすこ

とにつながる。数学的な見方や考

え方に気付いたり，活用すること

を通して，本県の課題の数学を好

きになれないことや数学の授業を

理解できないことを克服すること

図５ 平成22年度全国学力・学習状況

調査Ｂ４

表４ 振り返る学習活動と数学的な見方や考え方の関係表

振り返る学習活動 数学的な見方や考え方

⑥一般化の考え方ア 学習内容の再認識・再構成

学習のまとめとして，思考を整理し，学習内容を定着させ ⑨分析的な考え方

学習内容と既習内容を結びつけて再構成するために，見方 ⑩統合的な考え方

や考え方，学習内容を振り返る。

②類推的な考え方④思考錯誤のイ 学習内容の適用

問題に適用させて問題解決につなげるために，見方や考え 考え方⑤柔軟な考え方⑫既知の

方，学習内容を振り返る。 ことに帰着させる考え方

③演繹的な考え方⑤柔軟な考えウ 学習内容の比較検討

筋道立てて考えたり，多様な考えを知ったり，説明をする 方⑨分析的な考え方⑪発展的な

ために，自他の見方や考え方，学習内容を振り返る。 考え方

⑤柔軟な考え方⑥一般化の考えエ 学習内容の発展

他の方法を考えたり，新たな性質を見いだしたり，発展的 方⑦具体化の考え方⑨分析的な

に考えたりするために，学習の過程や式の変形や証明，求 考え方⑪発展的な考え方

めた解答などを振り返る。

⑥一般化の考え方オ 学習についての自己評価

より良いものに改めたり，新しい課題を得たりするために ⑩統合的な考え方

見方や考え方，学習について自己評価しながら振り返る。 ⑪発展的な考え方

⑨分析的な考え方カ 学習内容の共有

生徒間で成果を共有し，自他の考えを高めるために，レポ ⑩統合的な考え方

ート等でまとめて発表などして，学習内容を振り返る。 ⑪発展的な考え方



ができる。

５ 振り返る学習活動を取り入れた学習過程の一例

振り返る学習活動を取り入れた学習過程をａ問題の理解，ｂ問題解決への見通し，ｃ自力解決，ｄ練り上

げ，ｅまとめと考えた。振り返ることは，学習過程の「ｅまとめ」だけで行われるのではなく，「ｂ問題解

決への見通し」から「ｅまとめ」の過程でも振り返ることが行われる。つまり，問題を理解した後，見通し

を立てる段階で既習事項や考え方，類似の問題等を振り返る。また，自力解決する段階でつまずくことによ

って振り返り，練り上げの段階でお互いの考えを交流することで自分と他の人の見方や考え方を振り返る。

以下に「ｄ練り上げ」，「ｅまとめ」，「前時の授業の学習内容についての確認，共有，統合」などで用

いる数学的な見方や考え方を，「関係表」を基に位置付ける。

学習過程の「ｄ練り上げ」では，小集団での学習，又は，一斉での学習があり得るが，いずれにしても異

なる考えや意見をお互いに尊重し合い，個人の見方や考え方を交流し合うことに重点を置いた学習活動とす

る。自分と異なる見方や考え方について振り返ることは，説明するために確かな事柄を基に説明しようと考

えたり，異なる他の人の見方や考え方を視点を変えて柔軟に考えたりする。また，自他の見方や考え方を分

析し捉えようと考えたり，より良い方法や新しいものを発見しようと考えたりすることが期待できる。つま

り，③演繹的な考え方⑤柔軟な考え方⑨分析的な考え方⑪発展的な考え方の数学的な見方や考え方を用いる

ことが期待できる。

「ｅまとめ」の学習過程では，見方や考え方，学

習内容を振り返る。ここでは，見方や考え方を整理

し学習内容を定着させるだけでなく，学んだ事柄を

より一般化しようと考えたり，より良い方法や新し

い発見を考えたり，既習のことと関連付けてまとめ

ようと考えたりする機会となる。つまり⑥一般化の

考え方⑩統合的な考え方⑪発展的な考え方を用いる

ことが期待できる。この学習過程では，後述する数

学学習カードを活用する。

数学学習カードの記述内容から得られたことを基

に，次時の授業の導入で前時の授業の学習内容の確

認をし，前時の授業で確認されていない見方や考え方を紹介し共有する。ここでは，⑥一般化の考え方⑩統

合的な考え方を用いることが予想できる。本研究では学習過程「ｄ練り上げ」と「ｅまとめ」，次時の「前

時の授業の学習内容についての確認共有，統合」などの学習過程に焦点を当てその学習過程の部分を「接続

のある振り返る学習活動」とする。図６はその学習過程を示したものである。

６ 学習過程の「ｅまとめ」における手立てとその活用

生徒に，自分の見方や考え方，他の人の見方や考え方などについて記述させることは，見方や考え方を分

析したり，統合したり，発展させたりするなどの機会となり，数学的な見方や考え方を用いることが期待で

きる。そこで，学習過程の「ｅまとめ」における手立てとして数学学習カードを活用し，授業の感想と自分

や他の人の見方や考え方などについて記述させる。

(1) 学習過程の「ｅまとめ」の手立ての数学学習カード

１単位時間の授業と小単元について振り返る手立てとして，「数学

学習カード」を活用する。図７はその様式である。単元名，月日，氏

名，組，本時の学習内容，本時の学習内容に対する関心についての自

己評価，本時の学習内容の理解度についての自己評価，本時の授業を

振り返っての記述，小単元を振り返っての記述の欄がある。１時間の

授業ごとに自己評価と授業を振り返っての記述をさせ，小単元終了時

には小単元を振り返っての記述をさせる。振り返っての記述内容は，

感想も記入させるが，学習内容の理解度や自分の見方や考え方とその

変容，新しく発見したことや気付いたことなどを記述するように指導

する。

(2) 数学学習カードへの記述の意義

図６ 接続のある振り返る学習活動

数学学習カード         
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図７ 数学学習カード

接続のある振り返る学習活動
本時の授業 次時の授業

ａ問題の理解 ｂ問題解決へ ｃ自力解決 ｄ練り上げ ｅまとめ 前時の授業の ａ問題の理解

の見通し 学習内容の

共有，確認，統合 ・・



授業の終わりに見方や考え方，学習内容を意図的に振り返り数学学習カードに記述することは，見方と

考え方，学習内容を再認識し学習内容の深い理解を促す。授業中に理解していると思っていても，振り返

ることで実際には理解が十分でなかったということは多くの生徒が経験していることである。また，新し

く学習した内容を記述するということは，その学習内容を定着させるだけでなく，見方や考え方について

整理し，既習の学習内容を関連付けて統合したり，再構築したりすることを促す。

数学学習カードを活用することで，生徒は分かったことと分からなかったことを明確にでき，それを授

業者に伝えることができる。授業者は，授業中に学習内容の理解や考えの深さの程度などを把握しきれな

かった生徒の状況を知ることができる。また，用いられた数学的な見方や考え方も把握できる。

(3) 数学学習カードの記述の分析

数学学習カードに記述されている内容は，数学的な見方

や考え方に関するものとは限らない。また，その記述には

段階があると考える。生徒の数学的な見方や考え方を伸ば

すために，記述された内容を基に生徒を指導し，より高い

段階に進められるように促す必要がある。

中村（1989）は，授業後の振り返りを「学習感想」とし

その分析が数学的な考え方を伸ばす事や評価につながると

考え，数学的な考え方を伸ばすための学習感想の指導とし

て四段階を設定している。表５はそれをまとめたものであ

る。本研究において，生徒が数学学習カードに記述した内

容を次の段階に進めるための基準として，中村の「学習感

想の指導の四つの段階」を参考とする。

数学学習カードに記述させただけでは，高い効果は期待

できない。授業後に記述させた数学学習カードを教師が読

み取ることが大切である。読み取る目的として次の４点が

考えられる。

ア 生徒の学習理解度を把握する。

イ 生徒の学習に対する意欲を把握する。

ウ 理解が不足している生徒への学習内容に関するコメントをする。

エ 個々の生徒と学級の理解状況を把握し，次時以降の学習計画を構想する。

また，数学学習カードの記述から数学的な見方や考え方の①帰納的な考え方，②類推的な考え方，③演

繹的な考え方，④試行錯誤の考え方，⑤柔軟な考え方，⑥一般化の考え方，⑦具体化の考え方，⑧抽象化

の考え方，⑨分析的な考え方，⑩統合的な考え方，⑪発展的な考え方，⑫既知のことに帰着させる考え方

の記述があるかどうかを読み取る。

「学習感想の指導の四つの段階」を参考に，数学学習カードに記述された内容を次の段階に進められる

ように指導をし，数学的な見方や考え方を読み取り分析する。

(4) 次時以降の授業への数学学習カードの活用

数学学習カードへの記述内容を基に，次時の授業や小単元のまとめの授業で，個々の生徒，学級全体で

理解が不十分な学習内容について再確認，再指導をする。また，他の解法や考え方を紹介することで，解

法や考え方などを共有したり，統合したり，学習課題を発展させたりする。

７ 振り返る学習活動の授業の実践の一例

(1) 数学学習カードの読み取りの実際

八戸市の中学校教師の協力のもと，中学校第３学年数学

の単元「円の性質」の小単元「円周角と中心角」の学習に

おける数学学習カードの活用の実践例を挙げる。表６は，

小単元「円周角と中心角」の指導計画である。指導計画に

振り返る学習活動を通して伸ばす数学的な見方や考え方を

「関係表」を基に位置付けた。それぞれの授業で，伸ばし

たい数学的な見方や考え方以外の数学的な見方や考え方を

用いることも予想して授業に取り組んでもらった。数学学

表５ 学習感想の指導の四つの段階

表６ 小単元「円周角と中心角」の指導計画

第一段階

「楽しい 「また，勉強したい 「わからない」という言葉が出てくる。また，算」 」

数の学習内容についての具体的な記述がなく，抽象的な言葉が多い。

書くことに慣れさせる段階。書く内容を具体的に限定させることが大切である。

第二段階

算数の内容について，どこがわかったのか，どこにつまずいたのかを書いている。

つまり，自分の考えを書くようになる。

書くことが焦点化している段階。自分の考えの根拠を詳しく書くようにさせること

が大切である。数学的な考え方をどのように用いているかを文章の中に表現できるよ

うにさせる。

第三段階

， 。自分の考えだけでなく 他人の考えについて自分がどう思ったかを書くようになる

文書の中に他人の名前が出てくるようになる。

自分の考えだけでなく他人の考えを受け入れようとしている段階。自分のでは考え

られなかったものを他人の考えに見つけ出そうという相互作用が生まれてくる。

第四段階

自分の考えについて，見直しをしている記述が出てくる。つまり，自らに問い直し

たり，数学的な内容の発展を考えている。

より数学的な考え方を追究しようという態度がみられる段階。自分の考えや他人の

考えを検討して相互作用や相互啓発が生まれ，さらにもう一度自分の考えを見直そう

ということになる。

目標：観察，操作や実験などの活動を通して，円周角と中心角の関係を見いだし，その関係が証明でき

ることを理解することができるようにする。そのために

ア．円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できることを知る。

イ．円周角の定理の逆の意味を理解する。

節 項 学習内容 数学的な見方や考え方 時数

１ 節とびら ・巻末教具を使った操作活動を通して， ①帰納的な考え方

円 一定の弧に対する円周角の大きさや円周 ④試行錯誤の考え方

周 角と中心角の大きさの関係を見いだす。 ⑤柔軟な考え方

角 ・円周角の意味 ⑥一般化の考え方 １

と １円周角と ・円周角の定理とその証明のよみ ②演繹的な考え方

中 中心角 ⑦具体化の考え方

心 ⑫既知のことに帰着させる考え方 １

角 ・角の大きさを求めるために，円周角の定 ③柔軟な考え方

理をどのように用いるかを説明する。 ③演繹的な考え方

４ ・等しい弧に対する円周角 ⑫既知のことに帰着させる考え方 １

時間

２円周角の ・円周角の定理の逆 ④演繹的な考え方

定理の逆 ⑤柔軟な考え方

⑫既知のことに帰着させる考え方 １



習カードには，見方や考え方，学習内容を振り返るように

指導して，記述させた。その記述内容を分析する。

図８は小単元の１時間目の授業の学習過程「ｅまとめ」

で数学学習カードに記述されたものである。記述内容は数

学の学習内容について分かったことを具体的に記述してい

ることから，学習感想の段階の第二段階といえる。生徒に

は，円周角が中心角の２分の１になることの説明に，どの

ような図形の性質が用いられているかを記述するように促

した。数学的な考え方に関する記述は見られない。

１時間目の授業のカードへの記述に，多くの生徒が証明

を十分に理解できていないことと，証明の記述に自信がな

いことが示されていた。そこで，指導者は，次の授業の導

入で三角形の外角の性質の確認と，図形に色分けをして表

す工夫をして再指導した。その確認と工夫を他の学級の１

時間目の授業で行ったところ，図９のような記述が見られ

た。これは，生徒の記述を基に，指導の改善を行った例で

ある。

図10は，３時間目と４時間目の授業の振り返りの記述と

小単元の振り返りの記述である。３時間目では図形の見方

がまだ十分ではなく，４時間目の授業で図形の見方を習得

している。この記述から，視点を変えて考える考え方が身

に付いてきていることが分かる。

図11と図12は，４時間目に行ったグループ学習における

記述内容である。これらの記述内容から他人の考えを受け

入れようとしていることが読み取れる。学習感想の第三段

階といえる。友達と話すことで，どのようなことに気付い

たのか，そしてどのような考えや意見が参考になったのか

を記述するように促した。この記述から，より良い方法を

考えようとする発展的な考え方が読み取れる。

「他に角度を求める違う方法を見つけだしたい」という

記述をしている生徒もいた。新しいものを発見しようとす

る発展的考え方が読みとれる。

(2) 振り返る学習活動の授業の例

４時間目の「円周角の定理の逆」について学習過程「ｄ

練り上げ」の場面で，図13の問題の解き方をグループで検

討した。数学学習カードの記述には，図形を様々な方向か

ら見ることで問題解決の糸口がひらめくことの記述があっ

た。視点等を変えて考える柔軟な考え方が読みとれる。ま

た，課題として，円周角の定理や円周角の逆の活用の仕方

に個人差があることが読み取れた。そこで，次時の授業の

導入で，図形を様々な方向から見ることで，円周角の定理

等を適用しやすいということを，生徒の解法を紹介して示

した。

Ⅳ 研究のまとめ

本研究は，学習指導要領で重視された，見通しを立てたり，振り返ったりする学習活動に着目し，特に，

本県で十分に取り入れられていない振り返る学習活動に焦点を当てた。振り返る学習活動を振り返る学習活

動習のねらいによって分類し，本県中学校数学科の課題となっている数学的な見方や考え方の捉え方を整理

した。そして，振り返る学習活動と数学的な見方や考え方の関係について考察し，それぞれの振り返る学習

図８ 数学学習カードへの記述

図９ 数学学習カードへの記述

図10 数学学習カードへの記述

図11 数学学習カードへの記述

図12 数学学習カードへの記述

下のア～エの図で，４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが１つの

， 。円周上にあるものをすべて選び 記号で答えなさい

Ａ Ｄア イ

37°Ｄ Ａ

57° 60°

85°

48°
ＣＢ Ｃ Ｂ

ウ エ
Ａ

Ｄ Ａ

54° Ｄ

50°

40°

43° 97° 40° 45°
Ｂ ＣＢ Ｃ

図13 ４時間目の授業の問題



活動で用いる数学的な見方や考え方について表にまとめた。

学習のねらいに合わせた振り返る学習活動を行い，その学習活動で用いる数学的な見方や考え方を「関係

表」を基に把握し，授業の場面で，数学的な見方や考え方を用いることができるように促す在り方が，数学

的な見方や考え方を伸ばすと考える。

Ⅴ 本研究における課題

振り返る学習活動と数学的な見方や考え方の関係を考察したが，振り返る学習活動における効果的な指導

の在り方や，「関係表」の活用の仕方について今後の研究としていきたい。
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